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一
、
関
敬
吾
に
よ
る
日
本
昔
話
の
分
類
整
理
の
変
遷

本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
第
七
五
回
研
究
例
会
「
関

敬
吾
の
口
承
文
芸
観
」
で
の
発
表
を
も
と
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

関
敬
吾
に
よ
る
日
本
昔
話
の
分
類
整
理
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て

行
わ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
、
関
の
分

類
整
理
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
関
自
身
の
説
明
を
通
し
て
、
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

関
敬
吾
に
よ
る
昔
話
の
分
類
整
理
は
出
版
物
に
よ
っ
て
四
回
示
さ
れ
て

い
る
。

一
回
目
は
『
日
本
昔
話
集
成
』（
以
下
『
集
成
』）（
一
九
五
〇
―

一
九
五
八
）
で
、
全
六
巻
を
編
纂
す
る
中
で
行
わ
れ
た
配
置
が
、
分
類
と

な
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

二
回
目
は
『
集
成
』
第
六
巻
（
一
九
五
八
）
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
日

本
昔
話
の
型
」
で
、
こ
れ
は
『
集
成
』
の
配
置
と
は
異
な
っ
た
分
類
で
あ

り
、
話
型
記
述
を
伴
う
、
い
わ
ゆ
る
話
型
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。

三
回
目
は"Types of Japanese Folktales"

で
、
南
山
大
学
発
行
の

"A
sian Folklore Studies Vol. X

X
V

" （
一
九
六
六
）
と
い
う
雑
誌
に
発

表
さ
れ
た
話
型
カ
タ
ロ
グ
で
、
こ
れ
は
右
記
「
日
本
昔
話
の
型
」
を
元
に

作
ら
れ
た
英
語
の
話
型
カ
タ
ロ
グ
で
あ
る
。

四
回
目
は
『
日
本
昔
話
大
成
』（
以
下
『
大
成
』）（
一
九
七
八
―

一
九
八
〇
）
全
十
二
巻
で
、
こ
れ
は
『
集
成
』
と
同
じ
分
類
で
、
新
話
型

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

関
敬
吾
に
よ
る
こ
の
四
回
の
分
類
は
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
集
成
』
と
『
大
成
』
が
共
通
し
て
い
て
、
一
九
五
八
年
の
「
日
本
昔
話

の
型
」
と"Types of Japanese Folktales"

が
共
通
し
て
い
る
。

ま
ず
『
集
成
』
と
『
大
成
』
の
共
通
点
と
相
違
点
を
確
認
し
て
お
く
。

『
集
成
』
と
『
大
成
』
の
説
話
の
並
び
順
と
説
話
番
号
は
共
通
し
て
い
る
。

つ
ま
り
「
動
物
昔
話
」「
本
格
昔
話
」「
笑
話
」
と
い
う
大
分
類
の
下
に
、

「
動
物
葛
藤
」「
動
物
分
配
」「
動
物
競
争
」
な
ど
の
下
位
区
分
が
あ
り
、
そ

の
下
に
「
一
、
魚
泥
棒
」「
二
Ａ
、
尻
尾
の
釣
り
」「
二
Ｂ
、
尻
尾
の
釣
り

（
人
と
狼
）」
…
…
と
続
く
が
、
こ
の
大
分
類
の
並
び
順
、
下
位
区
分
の
並

び
順
、
各
説
話
の
並
び
順
と
番
号
も
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
下
位
区

【
第
七
五
回
例
会　

関
敬
吾
の
口
承
文
芸
観
】

関
敬
吾
に
よ
る
日
本
昔
話
の
分
類

加 

藤　

耕 

義

「
日
本
昔
話
の
型
」『
日
本

昔
話
集
成
』第
六
巻
所
収

一
九
五
八

「Types of japanese 
Folktales

」

一
九
六
七

『
日
本
昔
話
大
成
』

第
一
巻―

第
十
二
巻

一
九
七
八―

一
九
八
〇

『
日
本
昔
話
集
成
』

第
一
巻―

第
六
巻

一
九
五
〇―

一
九
五
八

（
図
１
）
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分
の
番
号
は
、『
集
成
』
で
は
た
と
え
ば
本
格
昔
話
「
十
一
、
婚
姻
・
美
女

と
獣
」「
十
二
、
婚
姻
・
異
類
女
房
」
…
と
通
し
番
号
で
あ
っ
た
の
が
、
本

格
昔
話
「
一
、
婚
姻
・
美
女
と
異
類
聟
」「
二
、
婚
姻
・
異
類
女
房
」
と
大

分
類
ご
と
に
、
新
た
に
番
号
を
振
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
他
の
変
更
点
と
し
て
は
、『
集
成
』
の
最
後
に
追
加
さ
れ
た
「
補
遺
」

お
よ
び
そ
の
後
の
追
加
は
、「
新
話
型
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
大
分
類
の
下

に
振
り
分
け
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、「
動
物
昔
話
」
で
は
、「
十
、
動
物
由

来
」
の
あ
と
に
、「
十
一
、
新
話
型
」
と
し
て
、「
動
物
新
一
、
欲
張
り
犬
」

と
い
う
形
で
、
最
後
に
ま
と
め
て
加
え
て
い
る
。

こ
の
追
加
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
関
敬
吾
は
、

『
大
成
』
十
一
巻
の
最
後
に
「『
集
成
』
か
ら
『
大
成
』
へ
―
跋
文
に
か
え

て
―
」
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

最
初
、『
集
成
』
の
分
類
に
利
用
し
た
話
数
は
約
八
千
七
百
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
抽
出
し
た
タ
イ
プ
は
お
よ
そ
六
五
〇
で
あ
っ
た
。
今
回
の

『
大
成
』
に
用
い
た
話
数
は
正
確
に
計
算
し
て
い
な
い
が
、
お
よ
そ

三
万
四
、五
千
ぐ
ら
い
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
新
話
型
と
し
て
追
加
し
え
た
も
の
は
九
〇
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
し

か
も
一
例
（
夫
婦
の
縁
）
を
の
ぞ
い
て
は
、
そ
の
類
話
は
き
わ
め
て

少
な
い
。『
集
成
』
以
降
実
に
厖
大
な
資
料
が
蒐
集
さ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
事
実
は
何
を
意
味
す
る
の
か）

1
（

。

次
に
「
日
本
昔
話
の
型
」
と"Types of Japanese Folktales"

の
共
通

点
と
相
違
点
を
確
認
し
た
い
。『
集
成
』
の
第
六
巻
に
掲
載
さ
れ
た
「
日
本

昔
話
の
型
」
は
後
に
見
る
よ
う
に
、『
集
成
』
の
分
類
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
「
日
本
昔
話
の
型
」
と
英
語
版
と
比
べ
る
と
、
話
型
の
配
列

は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
最
初
の
部
分
を
見
て
み
る
と
、「
一
、

動
物
の
起
源
」
は
「
一
、O

RIG
IN

 O
F A

N
IM

A
LS

」
で
、
そ
の
グ
ル
ー

プ
の
話
型
は
「
一
、
時
鳥
と
兄
弟
」
は
「
一
、H

ototogisu Brothers

」
と

な
っ
て
い
る
。
以
下
も
対
応
し
て
い
る
が
、「
十
一
、
時
鳥
と
包
丁
」

「
十
二
、
時
鳥
と
小
鍋
」「
十
三
、
時
鳥
と
計
算
」
は
英
語
版
に
は
採
用
さ

れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
十
四
、
片
脚
脚
絆
」
は
英
語
版
で
は

「
十
一
、O

nly O
ne Leg w

ith Legging on

」
と
な
っ
て
お
り
、
番
号
が

繰
り
上
が
っ
て
十
一
番
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
英
語
版
に
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
は
飛
ば
し
て
番
号
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
英
語
版
を
出
版
し
た
目
的
に
つ
い
て
、
前
書
き
に
は
次
の
よ
う
に

書
か
れ
て
い
る
。

一
．
目
的　

過
去
五
十
年
の
間
に
、
日
本
の
民
間
伝
承
は
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
の
地
域
か
ら
集
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
説
話
は
科
学
的

研
究
の
目
的
で
、
民
俗
学
者
に
よ
っ
て
調
べ
ら
れ
、
分
類
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
、
科
学
的
研
究
に
利
用
可
能
な
テ
ク
ス
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

言
語
に
ほ
と
ん
ど
翻
訳
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学

者
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
理
由
か
ら
、

民
間
伝
承
研
究
の
分
野
に
お
け
る
日
本
の
資
料
は
比
較
研
究
に
お
い

て
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。
本
誌
は
そ
の
隙
間
を
埋
め
る
こ
と
を
目
的
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と
す
る）

2
（

。（
筆
者
訳
）

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
国
際
的
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
の
昔
話
と

そ
の
全
体
像
を
紹
介
す
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

『
集
成
』
の
分
類
で
は
な
く
、「
日
本
昔
話
の
型
」
の
分
類
を
翻
訳
し
た
と

い
う
と
こ
と
か
ら
、「
日
本
昔
話
の
型
」
の
ほ
う
が
日
本
の
昔
話
の
体
系
を

紹
介
す
る
に
ふ
さ
わ
い
し
と
考
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

二
、 『
日
本
昔
話
集
成
』
の
分
類
の
目
的
と
方
法
（
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ム

ソ
ン
の
分
類
（AaTh

）
と
の
比
較
）

『
集
成
』
分
類
の
目
的
に
つ
い
て
、
関
は
『
集
成
』
第
一
巻
の
序
説
の
冒

頭
「
一
、
昔
話
の
概
念
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

昔
話
の
存
在
は
単
に
一
民
族
的
な
現
象
で
は
な
く
、
超
民
族
的
な

事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
昔
話
の
研
究
は
特
に
比
較
研
究
を
予
想
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
な
し
に
は
昔
話
の
本
質
は
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
の
課
題
も
ま
た
、
昔
話
と
は

何
ぞ
や
と
い
う
本
質
論
以
外
に
、
そ
れ
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
し
た
か
、

諸
民
族
間
に
何
故
に
類
似
ま
た
は
同
一
の
昔
話
が
存
在
す
る
か
と
い

う
こ
と
に
集
中
さ
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
更
に
そ
の
発
生
ま
た
は
存

続
の
社
会
的
・
民
族
心
理
的
問
題
、
爾
余
の
文
化
特
に
伝
承
文
化
と

の
相
互
関
係
の
問
題
も
ま
た
重
要
な
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
諸
問
題
の
解
決
は
極
め
て
広
汎
な
基

礎
の
上
に
於
い
て
な
さ
る
べ
き
こ
と
が
当
然
に
要
請
さ
れ
る
が
、
こ

れ
は
将
来
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。
本
書
編
纂
の
目
的
の
一
つ
も

ま
た
比
較
研
究
問
題
の
解
決
に
寄
与
せ
ん
が
た
め
に
な
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
我
々
は
か
か
る
立
場
に
於
い
て
、
現
在
ま
で
の
調
査
の
結
果

に
基
づ
い
て
、
我
が
国
の
昔
話
に
は
如
何
な
る
型
が
存
し
、
そ
れ
が

如
何
に
分
布
し
、
他
民
族
と
如
何
に
類
似
す
る
か
を
先
ず
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

3
（

。

つ
ま
り
、
冒
頭
か
ら
昔
話
の
国
際
的
な
比
較
研
究
に
寄
与
す
る
た
め
の

話
型
分
類
を
目
的
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

同
様
の
こ
と
が
、「
序
説
三
、
昔
話
の
分
類
」
に
お
い
て
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
。昔

話
の
採
集
が
恣
意
的
段
階
よ
り
一
定
の
総
合
的
研
究
の
段
階
に
進

み
、
或
は
そ
の
採
集
量
が
あ
る
程
度
に
到
達
す
れ
ば
、
当
然
に
分
類

が
問
題
と
な
る
。
分
類
の
目
的
は
昔
話
の
相
互
関
係
の
有
無
を
明
瞭

な
ら
し
め
る
点
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
質
的
に
は

研
究
の
単
な
る
手
段
で
は
な
く
、
あ
る
意
味
に
於
い
て
は
一
つ
の
到

達
点
で
も
あ
る
。
そ
れ
故
に
昔
話
研
究
の
目
的
乃
至
は
そ
の
方
法
に

従
っ
て
、
そ
の
分
類
の
基
礎
も
い
く
つ
か
あ
り
得
る
こ
と
は
勿
論
で

あ
る
。
昔
話
を
歴
史
的
発
展
段
階
に
配
列
す
る
こ
と
も
ま
た
一
つ
の

重
要
な
る
課
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
個
々
の
昔
話
分
析
と
比
較
検
討
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の
後
に
始
め
て
可
能
で
あ
っ
て
、
現
段
階
に
於
い
て
は
未
だ
個
々
の

昔
話
の
研
究
範
囲
に
止
ま
り
、
総
合
的
に
歴
史
的
に
秩
序
づ
け
る
段

階
に
達
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
現
在
に
於
け
る
昔
話
の
分
類
は
比
較

研
究
の
一
つ
の
手
段
に
過
ぎ
な
い）

4
（

。

関
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
が
目
指
し
て
い
た
の
と
同
様
に
、
地
域
的

の
み
な
ら
ず
歴
史
的
な
話
型
の
分
類
整
理
を
一
つ
の
到
達
点
と
し
て
想
定

し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
将
来
の
目
標
で
あ
る
と
し
、
そ
の
前
段
階
と
し
て

国
際
的
な
比
較
研
究
に
寄
与
す
る
話
型
分
類
を
目
標
と
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。

次
に
『
集
成
』
で
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
、
や
は
り
「
序
説
」
の
記
述

か
ら
見
て
み
た
い
。

吾
々
の
分
類
は
必
ず
し
も
ア
ア
ル
ネ
・
シ
ス
テ
ム
に
従
わ
な
い
。
全

体
的
に
は
前
に
述
べ
た
如
く
、
動
物
昔
話
、
本
格
昔
話
、
笑
話
の
三

つ
に
分
か
つ
が
、
個
々
の
分
類
は
機
能
的
に
関
連
す
る
一
群
の
昔
話

に
総
括
し
、
而
し
て
個
々
の
型
に
従
っ
て
配
列
し
た）

5
（

。

関
は
さ
ら
に
、『
大
成
』
第
二
巻
の
序
で
、『
集
成
』
を
編
集
す
る
際
に

主
と
し
て
、「
ア
ア
ル
ネ
の
分
類
」、
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
の
「
中
国
昔
話
目

録
」「
ト
ル
コ
昔
話
目
録
」、
お
よ
び
、
ジ
ュ
ド
ウ
の
構
造
分
類
を
参
照
し

た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
と
く
に
ア
ー
ル
ネ
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

る
部
分
を
引
用
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
分
類
を
た
だ
ち
に
わ
れ
わ
れ
の
分
類
に
無
批

判
に
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
ア
ア
ル
ネ
の
分
類

は
す
ぐ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
。
彼
は
動
物
昔
話
の
下
位
分
類
は
七
項

目
に
分
け
て
い
る
が
、
初
め
の
四
項
目
⑴
野
獣
、
⑵
野
獣
と
家
畜
、

⑶
人
と
野
獣
、
⑷
家
畜
が
こ
の
分
類
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
は
た
し
て
動
物
昔
話
を
い
か
に
研
究
す
る
た
め
の
分
類
で
あ

る
か
の
理
解
は
困
難
で
あ
る
。
西
欧
の
学
者
も
こ
れ
は
動
物
学
的
で

は
な
く
、
ま
し
て
民
俗
学
的
で
も
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。「
集
成
」

に
は
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
参
考
に
し
な
か
っ
た）

6
（

。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
ア
ア
ル
ネ
の
シ
ス
テ
ム
と
は
、
集
成
の
参
考
文

献
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
七
年
の
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ム
ソ
ン
の
話
型
カ
タ
ロ
グ

で
あ
る
。
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ム
ソ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
と
関
の
『
集
成
』
の
配
列

を
比
較
す
る
と
、
図
⑵
の
様
に
な
っ
て
い
る
。
関
の
批
判
を
別
の
例
で
説

明
す
る
な
ら
、
ア
ー
ル
ネ
の
動
物
昔
話
の
「
野
獣
」
に
は
、「
一
―
六
九
、

キ
ツ
ネ
＝
狡
猾
な
動
物
」「
三
〇
―
三
五
、
穴
か
ら
の
救
出
」「
七
〇
―

九
九
、
キ
ツ
ネ
以
外
の
野
獣
」
と
な
っ
て
い
る
。「
一
―
六
九
、
キ
ツ
ネ

＝
狡
猾
な
動
物
」
は
、
狡
猾
な
動
物
と
し
て
キ
ツ
ネ
が
登
場
す
る
説
話
群

で
あ
り
、「
特
定
の
動
物
の
性
質
」
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
い
る
。「
三
〇
―

三
五
、
穴
か
ら
の
救
出
」
は
動
物
同
士
が
穴
か
ら
救
う
モ
テ
ィ
ー
フ
を
含

む
説
話
群
で
あ
り
、「
モ
テ
ィ
ー
フ
」
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
い
る
。「
七
〇

―
九
九　

キ
ツ
ネ
以
外
の
野
獣
」
は
ウ
サ
ギ
や
ラ
イ
オ
ン
な
ど
が
登
場
す
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る
説
話
群
で
あ
り
、「
動
物
の
種

類
」
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。「
特
定
の
動
物
の
性
質
」

「
モ
テ
ィ
ー
フ
」「
動
物
の
種
類
」

と
分
類
の
基
準
が
統
一
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
『
集
成
』

は
「
機
能
的
に
関
連
す
る
一
群

の
昔
話
」
を
ま
と
め
た
と
関
は

述
べ
て
い
る
。
具
体
的
に
見
る

と
、「
動
物
葛
藤
」「
動
物
分
配
」

「
動
物
競
走
」
と
続
く
の
で
、
関

の
言
う
「
機
能
的
に
関
連
す
る

一
群
の
昔
話
」
と
は
、
特
定
の

モ
テ
ィ
ー
フ
、
ま
た
は
テ
ー
マ

を
分
類
基
準
と
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。（
図
2
）

な
お
、『
集
成
』
の
「
動
物
昔

話
」
の
最
初
は
「
一
、
魚
泥
棒
」

「
二
、
し
っ
ぽ
の
釣
り
」
か
ら
始

ま
る
。
そ
の
点
は
ア
ー
ル
ネ
／

ト
ム
ソ
ン
と
共
通
し
て
い
る
。

関
は
こ
れ
ら
の
説
話
を
「
動
物

葛
藤
」
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。

アールネ／トムソンの話型カタログ

I. 動物昔話 野獣 キツネ＝狡猾な動物
穴からの救出
キツネ以外の野獣

野獣と家畜
人と野獣
家畜
鳥
魚
その他の動物

II. 本格昔話 A. 呪的物語 超自然的反対者
超自然的または呪力の
ある夫（妻）およびそ
の他の関係者
超自然的課題
超自然的援助者
超自然的対象物
超自然的力または知識
その他の超自然的契機

B. 宗教的昔話
C. 小説的昔話
D. 愚かなる悪魔の
昔話

III. 笑話 愚か村　
夫婦者
愚か嫁（娘）
愚か者（息子）
嘘話
形式譚
その他

日本昔話集成

動物昔話 1 動物葛藤
2 動物分配
3 動物競走
4 動物餅競争
5 猿蟹合戦
6 勝々山
7 古屋の漏
8 動物社会
9 小鳥前生
10 動物由来

本格昔話 11 婚姻・美女と獣
12 婚姻・異類女房
13 婚姻・難題聟
14 誕生
15 運命と致富
16 呪宝
17 兄弟譚
18 隣の爺
19 大歳の客
20 継子譚
21 異郷
22 動物報恩
23 逃竄譚
24 愚かな動物
25 人と狐

笑話 26 愚人譚　 Ａ 恩か村
B 愚か聟（息子）
Ｃ 愚か嫁（女）　
D 愚かな男

27 誇張譚
28 巧智譚 A 業較べ

Ｂ 和尚と小僧
29 狡猾者譚 Ａ おどけ者

Ｂ 狡猾者
30 形式譚

補遺

図 2
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し
か
し
、
関
の
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
ほ
か
の
説
話
に
つ
い
て
は
、
ア
ー

ル
ネ
の
番
号
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
日
本
の
昔
話
の
実
情
に
あ
わ
せ
て
整
理

し
て
い
る
。
ア
ー
ル
ネ
の
シ
ス
テ
ム
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
ア
ー
ル
ネ

は
「
人
と
野
獣
」
を
「
動
物
昔
話
」
に
入
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え

ば
Ａ
Ｔ
一
五
六
「
ラ
イ
オ
ン
の
前
足
か
ら
と
げ
が
抜
か
れ
る
」
と
『
集
成
』

の
「
二
二
八
、
狼
報
恩
」
は
類
話
関
係
に
あ
る
が
、
関
は
こ
れ
を
『
集
成
』

の
「
本
格
昔
話　

十
、
動
物
報
恩
」
に
入
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
関
は
「
動

物
昔
話
」
は
動
物
だ
け
の
説
話
と
し
て
整
理
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

本
格
昔
話
の
中
核
を
な
す
の
は
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ム
ソ
ン
で
は
魔
法
昔
話

（
＝
呪
的
物
語
（
関
訳
））
で
あ
る
。
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ム
ソ
ン
で
は
、「
Ａ
Ｔ

三
〇
〇
、
竜
退
治
」
な
ど
、
超
自
然
的
敵
対
者
（
＝
超
自
然
的
反
対
者
（
関

訳
））
か
ら
こ
の
本
格
昔
話
は
始
ま
る
が
、『
集
成
』
は
「
一
〇
一
Ａ
、
ヘ
ビ

婿
」
な
ど
「
婚
姻
・
美
女
と
獣
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
動
物
婿
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
た
と
え
ば
「
Ａ
Ｔ
四
四
〇
、
カ
エ
ル
の
王
様
ま
た
は
鉄
の
ハ
イ

ン
リ
ヒ
」
に
あ
る
よ
う
に
、
魔
法
に
か
け
ら
れ
て
動
物
に
な
っ
て
い
た
夫
と

結
婚
す
る
説
話
が
多
い
が
、
こ
れ
は
日
本
の
昔
話
の
実
情
と
は
異
な
り
、
日

本
の
ヘ
ビ
婿
は
魔
法
に
か
け
ら
れ
た
人
間
で
は
な
く
、
動
物
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
人
間
と
動
物
の
関
係
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
日

本
の
昔
話
に
お
い
て
は
動
物
昔
話
の
次
に
来
る
こ
と
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

『
集
成
』
の
「
本
格
昔
話
」
に
あ
る
「
二
四
、
愚
か
な
動
物
」
に
は

「
二
五
三
Ａ
、
猫
と
釡
蓋
」、「
二
五
五
、
猫
の
踊
」、「
二
五
六
、
猿
神
退
治
」

な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
「
愚
か
な
動
物
」
と
い
う
見
出
し
に
つ
い
て
関

は
『
大
成
』
第
七
巻
で
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
章
は
愚
か
な
動
物
の
名
称
の
も
と
に
一
括
し
た
。
そ
の
と
き
の

意
図
は
人
が
動
物
に
優
る
た
め
に
、
両
者
の
葛
藤
は
究
極
は
動
物
が

敗
北
す
る
と
い
う
こ
と
を
主
題
と
し
た
話
を
集
め
た
。「
愚
か
な
動
物
」

と
い
う
標
目
は
ア
ア
ル
ネ
の
名
称
と
一
致
す
る
が
、
ア
ア
ル
ネ
が
当

初
利
用
し
た
資
料
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
オ
ス
カ
ア
・
ハ
ッ
ク
マ
ン
が

「
ポ
リ
ュ
フ
ェ
ー
モ
ス
」（AT1135; 1137

）
研
究
の
た
め
に
収
集
し

た
材
料
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
話
は
我
が
国
に
は
ま
と
ま
っ

た
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
今
日
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ

て
こ
の
項
の
意
図
は
ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る）

7
（

。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
ア
ア
ル
ネ
の
名
称
」
と
は
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト

ム
ソ
ン
の
「
愚
か
な
鬼
」
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
「
Ａ
Ｔ
一
〇
三
〇
、
収

穫
の
分
配
」
や
、「
Ａ
Ｔ
一
〇
八
三
、
長
い
棒
と
こ
ん
棒
で
の
決
闘
」
な
ど
、

悪
魔
よ
り
狡
猾
な
人
間
が
悪
魔
を
騙
し
て
勝
つ
説
話
群
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
内
容
的
に
は
『
集
成
』
の
「
愚
か
な
動
物
」
は
、
ア
ア
ル
ネ
の
「
愚
か

な
鬼
」
に
比
べ
、「
愚
か
」
で
は
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
指
摘
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
関
は
人
間
に
敗
北
す
る
と
い
う
点
で
こ
の
表

題
を
保
持
し
た
よ
う
で
あ
る
。

笑
話
に
つ
い
て
も
、
分
類
は
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ム
ソ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
よ
り
、

細
か
く
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
共
通
し
て
い
る
の
は
、
次
の
二
項
目
で
あ
る
。

関
は
「
二
六
、
愚
人
譚
」
の
見
出
し
の
も
と
に
「
Ａ
、
愚
か
村
」「
Ｂ
、
愚

か
聟
（
息
子
）」「
Ｃ
、
愚
か
嫁
（
女
）」「
Ｄ
、
愚
か
な
男
」
と
分
け
て
い
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る
。
こ
れ
が
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ム
ソ
ン
の
笑
話
の
中
の
「
愚
か
村
」「
夫
婦
者
」

「
愚
か
嫁
（
娘
）」「
愚
か
者
（
息
子
）」
に
対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
二
七
、

誇
張
譚
」
が
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ム
ソ
ン
の
「
嘘
話
」
に
対
応
し
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
新
た
な
項
目
と
し
て
『
集
成
』
で
は
「
二
八
、
巧
智
譚
」、

「
二
九
、
狡
猾
者
」
が
設
け
て
い
る
。「
五
一
五
、
話
千
両
」、「
五
二
三
Ａ
、

親
捨
て
山
」、「
五
三
二
、
飴
は
毒
」
な
ど
が
巧
智
譚
に
含
ま
れ
、「
六
一
六
、

馬
の
皮
占
」、「
六
一
八
、
俵
薬
師
」、「
六
二
一
、
金
ひ
り
馬
」
な
ど
が
「
狡

猾
者
」
に
含
ま
れ
る
。

全
体
を
見
る
と
、
関
の
分
類
は
、
関
の
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
ア
ー
ル

ネ
の
分
類
を
あ
く
ま
で
参
考
と
し
、
日
本
の
昔
話
の
実
情
に
則
し
て
整
理

し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

さ
て
、
関
が
こ
の
分
類
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
作
業
し

た
か
に
つ
い
て
、
小
澤
俊
夫
の
二
〇
一
三
年
の
講
演
録
に
は
、
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
ほ
ど
の
た
く
さ
ん
の
資
料
を
ど
う
や
っ
て
整
理
し
た
ん
で
す

か
？
」
と
聞
い
た
ら
、「
本
を
か
な
ら
ず
２
冊
手
に
入
れ
た
。
そ
し
て

破
い
て
紙
に
貼
り
付
け
て
い
っ
た
。
両
面
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
か
ら

2
冊
な
い
と
で
き
な
い）

8
（

。」

こ
の
よ
う
に
、
た
い
へ
ん
な
苦
労
を
し
て
、
類
似
の
も
の
を
並
べ
て
つ

く
ら
れ
た
の
が
『
集
成
』
の
分
類
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、『
集
成
』
全
体

が
で
き
た
と
き
に
は
、
見
直
し
が
必
要
と
な
る
点
が
で
て
き
た
こ
と
も
想

像
に
難
く
な
い
。

三
、『
日
本
昔
話
集
成
』
か
ら
「
日
本
昔
話
の
型
」
へ

『
集
成
』
第
一
巻
が
一
九
五
〇
年
に
出
版
さ
れ
、
第
六
巻
が
完
成
す
る
ま

で
に
は
八
年
の
歳
月
が
た
ち
、
そ
の
第
六
巻
に
は
、『
集
成
』
の
配
列
と
は

異
な
る
「
日
本
昔
話
の
型
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
関
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
巻
の
最
後
に
、
日
本
昔
話
の
総
括
と
し
て
「
昔
話
の
型
」
を
あ

げ
て
お
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
応
日
本
の
昔
話
の
類
型
と
そ
れ
ら

の
相
互
関
係
を
簡
単
に
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
配
列
の
仕
方

は
必
ず
し
も
本
文
と
は
一
致
し
な
い
が
、
現
在
、
わ
た
し
が
考
え
て

い
る
日
本
昔
話
の
一
つ
の
分
類
案
で
あ
る
。
将
来
、
さ
ら
に
改
訂
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
一
応
こ
れ
に
従
っ
て
お
く）

9
（

。

つ
ま
り
、
八
年
の
経
験
を
経
て
新
た
な
案
が
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
こ
と
は
第
五
巻
「
自
序
」
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

こ
の
巻
に
は
笑
話
を
集
録
す
る
。
こ
の
な
か
に
は
い
わ
ゆ
る
本
格
昔

話
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
多
少
あ
る
。
第
一
部
・
第
二
部
に

も
笑
話
が
い
く
つ
か
は
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
書
の
編
纂
を
は
じ

め
て
か
ら
、
そ
の
間
四
年
ば
か
り
中
絶
期
は
あ
っ
た
が
、
約
八
年
の
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時
を
経
た
た
め
に
、
編
者
自
身
の
昔
話
全
体
に
対
す
る
見
通
し
が
変

化
し
、
さ
ら
に
個
々
の
昔
話
の
解
釈
が
変
わ
っ
た
結
果
で
も
あ
る）

10
（

。

ま
た
、『
大
成
』
第
十
一
巻
の
「『
集
成
』
か
ら
『
大
成
』
へ
―
跋
文
に

か
え
て
」
に
は
、
当
初
の
分
類
に
つ
い
て
は
知
識
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

実
際
は
、
し
か
し
昔
話
分
類
の
仕
事
は
そ
う
安
易
な
も
の
で
は
な

く
、
長
い
準
備
が
必
要
で
あ
っ
た
。
第
一
、
モ
テ
ィ
ー
フ
と
タ
イ
プ

の
関
係
の
知
識
す
ら
、
当
時
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
タ
ム
ス
ン
の
英

訳
版
で
は
動
物
昔
話
、
笑
話
は
ほ
と
ん
ど
単
一
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
同

時
に
タ
イ
プ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
格
昔
話
は
多
く
の
モ

テ
ィ
ー
フ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ま
た
構
造
上
か
ら
の
話

種
決
定
の
要
因
で
、
こ
れ
を
基
準
に
柳
田
は
昔
話
を
派
生
昔
話
と
完

型
昔
話
の
二
つ
に
区
分
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
わ
が
猿
蟹
合
戦
、
か
ち

か
ち
山
は
動
物
昔
話
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
典
型
的
な
複
合
形
式
で

あ
る
。
笑
話
の
な
か
に
も
い
く
つ
も
か
か
る
複
合
形
式
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
初
歩
的
な
、
し
か
し
基
本
的
な
概
念
に
対
す
る
知
識
な

し
に
分
類
を
は
じ
め
た
こ
と
は
無
謀
で
あ
っ
た
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

そ
の
た
め
の
後
遺
症
は
『
集
成
』
だ
け
で
は
な
く
、
今
回
の
「
大
成
」

の
な
か
に
も
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
残
さ
れ
て
い
る）

11
（

。

し
た
が
っ
て
、『
集
成
』
が
完
成
す
る
段
階
に
き
て
、
不
都
合
な
点
が
見

え
て
き
た
た
め
に
、
作
り
直
し
た
配
置
の
案
が
、「
集
成
」
第
六
巻
に
収
め

ら
れ
て
い
る
「
日
本
昔
話
の
型
」
と
言
え
る
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
『
大
成
』
で
新
た
な
、
整
理
に
従
わ
な
か
っ
た
の
か
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
小
澤
俊
夫
補
訂
『
日
本
昔
話
の
型
』
の
ま
え
が
き
に
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

私
は
關
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
る
二
年
ほ
ど
前
に
、
先
生
に
質
問
し
た

こ
と
が
あ
る
。「
先
生
は
こ
れ
ま
で
三
回
、
日
本
昔
話
カ
タ
ロ
グ
を
作

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
昔
話
研
究
で
は
ど
れ
を
使
う
の

が
一
番
い
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
？
」
す
る
と
先
生
は
す
ぐ
に
、

「
そ
り
ゃ
、
昔
話
の
型
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た
。「
だ
が
あ
れ
を
作
っ
た
と

き
に
は
、
も
う
集
成
が
世
の
中
に
広
が
っ
て
い
て
、
み
ん
な
集
成
の
番

号
で
整
理
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
の
だ）

12
（

」。

関
自
身
も
『
大
成
』
第
二
巻
の
序
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

わ
た
し
は
「
集
成
」
は
比
較
研
究
の
立
場
か
ら
わ
が
国
の
昔
話
を
研
究

す
る
こ
と
に
目
的
を
も
っ
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
今
日
厖
大
な

資
料
が
集
積
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
補
充
す
る
際
に
「
集
成
」
の
分
類

体
系
に
テ
ー
マ
の
概
念
を
導
入
し
て
大
幅
に
訂
正
す
る
こ
と
を
考
え

た
。
し
か
し
、「
集
成
」
の
分
類
に
し
た
が
っ
て
カ
ー
ド
を
整
理
し
て

い
る
研
究
者
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
従
来
の
ま
ま

と
し
た
。
た
だ
し
、
個
々
の
話
の
配
列
だ
け
は
南
か
ら
北
の
順
序
に
な
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ら
べ
か
え
た
。
こ
れ
は
、
わ
が
昔
話
が
朝
鮮
、
中
国
、
南
方
か
ら
よ
り

多
く
移
入
さ
れ
た
ろ
う
と
い
う
仮
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る）

13
（

。

つ
ま
り
関
は
、
配
列
を
見
直
し
て
、「
日
本
昔
話
の
型
」
に
並
べ
替
え
た

か
っ
た
が
、
断
念
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
例
会
で
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
こ
と
と
し
て
、『
集
成
』
が
八
年
か
け

て
六
巻
が
出
版
さ
れ
た
の
に
対
し
、『
大
成
』
は
わ
ず
か
二
年
の
間
に
十
二

巻
を
出
版
す
る
と
い
う
時
間
的
な
制
約
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
時
間

を
か
け
て
、
新
し
い
配
列
に
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
情
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

四
、『
日
本
昔
話
集
成
』
と
「
日
本
昔
話
の
型
」
の
比
較

四
―
一　

三
分
類
の
廃
止

関
は
、「
日
本
昔
話
の
型
」
で
は
「
動
物
昔
話
」「
本
格
昔
話
」「
笑
話
」

の
三
分
類
を
廃
止
し
て
い
る
。

関
は
早
い
時
期
か
ら
こ
の
三
分
類
に
疑
問
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
す
で
に

『
集
成
』
第
二
巻
の
自
序
で
、
三
分
類
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

グ
リ
ム
が
す
で
に
昔
話
と
伝
説
と
は
区
別
し
た
が
、
現
在
の
物
語
形
式

の
様
式
批
判
か
ら
す
れ
ば
彼
の
区
別
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
昔
話

は
更
に
三
つ
の
群
に
分
類
さ
れ
る
が
、
グ
リ
ム
の
昔
話
の
中
に
も
動
物

昔
話
、
笑
話
、
伝
説
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
モ
ー
テ
ィ
フ
の
点

か
ら
見
れ
ば
こ
の
三
つ
を
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
動

物
昔
話
は
行
為
者
と
し
て
動
物
が
主
体
と
な
り
、
そ
の
行
動
が
本
質
的

な
特
徴
を
な
し
て
お
り
、
笑
話
は
行
為
者
の
愚
行
が
話
の
中
心
と
な
り

笑
い
を
目
的
と
し
て
語
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
の
構
成
が
単
純
で
、

モ
ー
テ
ィ
フ
は
単
一
で
あ
る
。
本
格
昔
話
は
い
く
つ
か
の
モ
ー
テ
ィ
フ

の
結
合
に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
こ
れ
ら
三
つ
は
往
々
に
し
て
モ
ー

テ
ィ
フ
を
等
し
く
す
る
も
の
が
あ
る
。
本
格
昔
話
に
も
し
ば
し
ば
動
物

が
主
要
な
る
行
為
者
と
し
て
現
れ
、
ま
た
笑
の
要
素
も
決
し
て
少
な
く

な
い
。
笑
そ
の
も
の
は
本
来
極
め
て
主
観
的
で
あ
り
、
歴
史
的
・
社
会

的
条
件
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
は
変
化
す
る
。（
中
略
）
こ
こ
に
ま
す
ま

す
そ
の
三
者
の
区
別
は
困
難
の
度
を
加
え
る）

14
（

。

ま
た
、『
集
成
第
三
部
笑
話
一
』
の
前
書
き
で
も
ふ
た
た
び
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

こ
こ
に
い
う
笑
話
が
い
か
な
る
種
類
の
話
で
あ
る
か
、
動
物
昔
話
、

本
格
昔
話
と
い
か
に
相
違
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
研
究
者
に
よ
っ

て
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
く
、
ま
た
定
説
も
な
い
。
笑
話
と
い
う
言

葉
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
語
り
方
に
よ
っ
て
本
格
昔
話
が
笑
話
と
も

な
ろ
う
し
、
笑
話
が
事
実
譚
と
も
な
り
う
る）

15
（

。

つ
ま
り
、
こ
の
三
分
類
が
、
明
確
な
分
類
の
基
準
と
し
て
機
能
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
を
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た
。
三
分
類
は
む
し
ろ
昔
話
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の
実
状
に
合
わ
な
い
と
考
え
て
、
削
除
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ハ
ン

ス
＝
イ
ェ
ル
ク
・
ウ
タ
ー
も
、
ア
ア
ル
ネ
／
ト
ム
ソ
ン
の
話
型
カ
タ
ロ
グ

を
二
〇
〇
四
年
に
改
訂
し
た
際
、
こ
の
三
分
類
を
廃
止
し
て
い
る
。

四
―
二　
『
集
成
』
と
「
昔
話
の
型
」
の
比
較

次
に
個
々
の
変
更
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
図
3
に
は
全
体
で
主
に

ど
の
よ
う
に
変
更
し
て
い
る
か
を
示
し
た
。「

一
、
動
物
の
起
源
」「
二
、
動

物
昔
話
」

ま
ず
、『
集
成
』
で
「
動
物

昔
話
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
も

の
か
ら
見
て
み
た
い
。「
昔
話
の

型
」
で
は
、
動
物
昔
話
の
「
小

鳥
前
生
」
と
「
動
物
由
来
」
を

最
初
に
も
っ
て
き
て
、
あ
と
は

み
な
「
動
物
昔
話
」
に
ま
と
め

て
い
る
。
小
鳥
前
生
と
は
、
関

の
説
明
で
は
、「
あ
る
理
由
に

よ
っ
て
死
ん
だ
人
間
が
、
小
鳥

に
な
っ
た
と
い
う
一
群
の
由
来

譚
で
あ
る）

16
（

」。
そ
れ
に
続
く
の

が
、「
動
物
由
来
」
で
あ
る
。
動

物
由
来
は
関
に
よ
れ
ば
、「
小
鳥

そ
の
他
の
動
植
物
の
生
成
、
形

態
の
理
由
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
」。

　　　「日本昔話集成」の分類と「日本昔話の型」の分類配置の対象表　　　図 3

日本昔話集成 日本昔話の型
（日本昔話集成 第 6巻所収）

動物昔話 1 動物葛藤 1 動物の起源
2 動物分配 2 動物昔話
3 動物競走
4 動物餅競争
5 猿蟹合戦
6 勝々山
7 古屋の漏
8 動物社会
9 小鳥前生
10 動物由来

本格昔話 11  婚姻・ 美女と獣 3 人間と動物 A 逃竄譚
12 婚姻・ 異類女房 B 愚かな動物
13 婚姻・ 難題聟 D 動物報恩
14 誕生 4 異類婚姻 A 異類聟
15 運命と致富 B 異類女房
16 呪宝 5 異常誕生
17 兄弟譚 6 人と水神
18 隣の爺 7 呪宝
19 大歳の客 8 運命の期待
20 継子譚 9 婚姻
21 異郷 10 至富
22 動物報恩 11 葛藤 A 親と子
23 逃竄譚 B 兄（姉）と弟（妹）
24 愚かな動物 C 隣人
25 人と狐

笑話 26 愚人譚 A 愚か村 12 狡猾者
B 愚か聟（息子） 13 おどけ者
C 愚か嫁（女） 14 業比べ
D 愚かな男 15 和尚と小僧

27 誇張譚 16 偶然の幸福
28 巧智譚   A 業較べ 17 愚人譚 A 愚か者

B 和尚と小僧 B あわて者
29 狡猾者譚 A おどけ者 C 愚か村

B 狡猾者 D 愚か聟（息子）
30 形式譚 E 愚か嫁

18 形式譚

補遺 補遺
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『
集
成
／
大
成
』
で
は
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ム
ソ
ン
と
同
様
、「
魚
泥
棒
」

「
し
っ
ぽ
の
釣
り
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、関
は
『
大
成
』

第
一
巻
「
動
物
昔
話
の
序
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

魚
泥
棒
（
AT 

1
）、
尻
尾
の
釣
（
AT 

2
）
を
『
集
成
』
の
劈
頭
に

お
い
て
動
物
昔
話
の
分
類
を
試
み
た
が
、
こ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
だ

と
評
し
た
研
究
者
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
話
は
ギ
リ
シ
ア
寓
話
の
な

か
に
見
ら
れ
、
わ
が
国
で
は
少
な
く
と
も
文
献
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ

る
と
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
天
草
に
お
い
て
「
日
本
の
口
」
に

う
つ
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
尻
尾
の
釣
は
こ
の
な
か
に
他

の
寓
話
と
結
し
て
見
ら
れ
、
今
日
ほ
と
ん
ど
全
国
に
分
布
し
、
そ
の

記
録
は
最
も
多
い
も
の
の
な
か
の
一
つ
で
お
そ
ら
く
口
頭
を
主
と
し

て
分
布
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
動
物
分
配
譚
の
四
つ
の
変
形
は

こ
の
話
を
も
と
に
し
て
変
化
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
意

味
に
お
い
て
こ
の
話
を
最
初
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
巻
の
新
話

型
と
し
て
あ
げ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
ギ
リ
シ
ア
寓
話
の
な
か
に
求
め

ら
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
話
は
寓
話
性
が
ほ
と
ん
ど
省
略
さ
れ
、

日
本
の
動
物
譚
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
ら
を
外
来
種
と

し
て
除
い
た
ら
日
本
に
は
動
物
昔
話
は
な
い
こ
と
に
な
る）

17
（

。

つ
ま
り
関
は
、
こ
れ
が
日
本
の
昔
話
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
ま
た
他

の
動
物
分
配
譚
の
元
と
な
っ
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
の
で
、
動
物
昔
話
の

最
初
に
掲
げ
る
こ
と
に
問
題
が
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、「
昔
話
の
型
」
で
は
な
ぜ
、「
小
鳥
前
生
」
を
持
っ
て
き
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
次
の
記
述
か
ら
あ
る
程
度
読
み
取
れ
よ
う
。

　

い
ま
一
つ
は
桜
井
徳
太
郎
君
の
見
解
で
あ
る
。
関
は
『
集
成
』
に

お
い
て
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
動
物
昔
話
を
、
⑴
動
物
葛
藤
、
⑵
動
物

分
配
、
⑶
動
物
競
争
、
⑷
動
物
餅
競
争
、
⑸
猿
蟹
合
戦
、
⑹
勝
々
山
、

⑺
古
屋
漏
、
⑻
動
物
社
会
、
⑼
小
鳥
前
生
、
⑽
動
物
由
来
の
一
〇
項

目
に
分
類
（arrangem

ent

）
し
た
。
こ
れ
を
要
約
す
る
と
、
Ａ
葛
藤

譚
、
Ｂ
親
和
譚
、
Ｃ
由
来
譚
に
な
る
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
Ａ
・
Ｂ

を
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
原
理
と
私
は
理
解
す
る
。
言
葉
を
変
え
て
い

え
ば
、
Ａ
・
Ｂ
は
戦
争
と
平
和
と
も
い
え
る
。
こ
の
原
理
は
素
朴
な

弁
証
法
で
、
人
間
生
活
を
喧
嘩
型
と
友
交
型
に
基
づ
い
て
解
釈
し
よ

う
と
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
昔
話
の
研

究
史
は
知
る
者
に
は
明
か
で
あ
る
。
桜
井
君
の
二
元
論
は
あ
ま
り
に

も
原
理
的
す
ぎ
て
、
実
証
科
学
の
分
類
基
準
に
は
し
が
た
い
。
さ
ら

に
彼
の
い
う
と
こ
ろ
の
由
来
譚
は
、
Ａ
・
Ｂ
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た

概
念
に
属
す
る
と
私
は
考
え
る
。
む
し
ろ
、
こ
れ
は
ジ
ャ
ン
ル
で
、

柳
田
に
お
け
る
小
鳥
前
生
、
動
物
由
来
譚
（aetiological tale

）
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
昔
話
を
歴
史
的
観
点
か
ら
研
究
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
そ
の
研
究
目
的
に
そ
っ
て
い
か
に
分
類
し
た
方
が
最
も
有
効
で

あ
る
か
に
つ
ね
に
苦
し
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
『
集
成
」
の
分
類
に

決
し
て
満
足
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い）

18
（

。
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つ
ま
り
、
動
物
昔
話
の
他
の
項
目
と
比
べ
て
、「
小
鳥
前
生
」
と
「
動
物

由
来
」
だ
け
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
異
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
ジ
ャ

ン
ル
の
違
い
を
「
昔
話
の
型
」
で
は
明
確
に
示
し
、
最
初
に
「
小
鳥
前
生
」

（「
時
鳥
と
兄
弟
」「
雀
孝
行
」
な
ど
）
と
「
動
物
由
来
」（「
梟
紺
屋
」「
雲

雀
金
貨
」
な
ど
）
を
持
っ
て
き
て
、
残
り
を
動
物
昔
話
に
ま
と
め
た
こ
と

に
な
る
。
動
物
の
由
来
が
最
初
に
置
か
れ
、
次
に
動
物
社
会
の
説
話
が
置

か
れ
る
と
い
う
順
番
は
、
理
解
し
や
す
い
。

そ
の
他
の
動
物
説
話
を
見
る
と
、『
集
成
』
で
細
か
く
分
け
て
い
た
グ

ル
ー
プ
を
す
べ
て
動
物
昔
話
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
も
そ
も
動
物
葛
藤
と

分
配
と
競
争
な
ど
、
い
ず
れ
も
葛
藤
で
あ
り
、
分
類
は
困
難
で
あ
る
。
そ

し
て
「
昔
話
の
型
」
で
の
「
動
物
昔
話
」
内
の
配
列
は
、『
集
成
』
の
と
き

の
見
出
し
を
付
け
て
示
す
と
、
例
外
は
あ
る
も
の
の
だ
い
た
い
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

集
成
一
、「
動
物
葛
藤
」（「
魚
泥
棒
」「
尻
尾
の
釣
」
等
）

集
成
二
、「
動
物
分
配
」（「
狸
と
兎
と
川
獺
」
等
）

集
成
三
、「
動
物
競
走
」（「
田
螺
と
狐
」「
十
二
支
由
来
」
等
）

集
成
四
、「
動
物
餅
競
争
」（「
猿
蟹
餅
競
争
」「
猿
と
蟇
の
餅
泥
棒
」
等
）

集
成
五
、「
猿
蟹
合
戦
」（「
猿
の
夜
盗
」「
猿
と
蟹
の
寄
合
田
」
等
）

集
成
八
、「
動
物
社
会
」（「
鼠
と
鼬
の
寄
合
田
」「
猿
の
生
肝
」
等
）

集
成
六
、「
勝
々
山
」（「
勝
々
山
」）

集
成
七
、「
古
屋
漏
」（「
古
屋
漏
」）

集
成
八
「
動
物
社
会
」
が
集
成
五
「
猿
蟹
合
戦
」
の
後
に
来
て
い
る
が
、

『
集
成
』
の
並
び
か
ら
は
大
き
な
変
更
は
な
い
。

「
三
、
人
間
と
動
物
」「
四
、
異
類
婚
姻
」「
五
、
異
常
誕
生
」「
六
、
人
と

水
神
」「
七
、
呪
法
」「
八
、
運
命
の
期
待
」「
九
、
婚
姻
」「
十
、
至
福
」

「
十
一
、
葛
藤
」

『
集
成
』
で
「
本
格
昔
話
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
も
の
は
、「
昔
話
の

型
」
で
は
大
き
く
順
番
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

「
三
、
人
間
と
動
物
」

順
を
追
っ
て
見
て
い
く
と
、
動
物
昔
話
の
次
に
置
か
れ
た
の
が
「
人
間

と
動
物
」
で
あ
る
。「
Ａ
逃
竄
譚
」「
Ｂ
愚
か
な
動
物
」「
Ｄ
動
物
報
恩
」
を

「
人
間
と
動
物
」
に
ま
と
め
て
い
る
。
並
び
順
と
し
て
は
、
敵
対
的
な
存
在

と
し
て
、
脅
威
と
な
る
動
物
、
人
間
に
負
け
る
動
物
、
そ
し
て
親
和
的
な

動
物
と
い
う
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
の
「
動
物
昔
話
」
か
ら
見
て
い

く
と
、
動
物
同
士
の
説
話
か
ら
、
人
間
と
動
物
の
説
話
へ
、
し
か
も
敵
対

的
な
存
在
と
し
て
動
物
が
現
れ
る
説
話
か
ら
親
和
的
な
動
物
が
現
れ
る
説

話
へ
と
、
段
階
的
に
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、「
動
物
昔
話
」
か
ら
の
流
れ
と
い
う
こ
と
で
い
う
と
、
必
ず
し

も
ス
ム
ー
ズ
と
言
え
な
い
点
も
あ
る
。
逃
竄
譚
の
説
話
を
見
る
と
、「
三
枚

の
護
符
」「
鬼
を
一
口
」「
耳
切
団
一
」「
牛
方
山
姥
」「
食
わ
ず
女
房
」「
天

道
さ
ん
金
の
鎖
」「
姉
弟
と
山
姥
」「
鬼
の
子
小
綱
」「
鬼
の
子
小
綱
」「
鬼

と
賭
」「
妹
は
鬼
」「
旅
人
馬
」「
油
取
り
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
動
物
で
は

な
く
山
姥
や
鬼
な
ど
超
自
然
の
敵
対
者
が
登
場
す
る
。
関
は
逃
竄
譚
を「
人



227

間
と
動
物
と
の
交
渉
を
主
題
。
動
物
そ
の
他
の
怪
物
に
、
人
間
が
追
い
詰

め
ら
れ
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
昔
話
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
お
り
、「
動
物
」

と
「
そ
の
他
の
怪
物
」
を
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
置
か
れ
て
い
る
「
愚
か
な
動
物
」
を
関
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。「
人
間
と
動
物
と
の
交
渉
を
主
題
。
前
者
が
人
間
の
逃
亡
に
あ
る
と

す
れ
ば
、
こ
の
方
の
昔
話
は
む
し
ろ
動
物
が
人
間
に
支
配
さ
れ
、
征
服
さ

れ
る
型
の
も
の
で
あ
る
。」
こ
こ
に
含
ま
れ
る
の
は
「
鍛
冶
屋
の
婆
」「
猫

と
茶
釡
」「
猫
の
踊
」「
猿
神
退
治
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、「
動
物
」

と
「
そ
の
他
の
怪
物
」
と
の
中
間
に
位
置
す
る
よ
う
な
存
在
が
多
い
。
ま

た
、『
集
成
』
で｢

一
五
、
人
と
狐
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
「
尻
の

ぞ
き
」「
髪
そ
り
狐
」
な
ど
一
連
の
狐
の
説
話
も
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
次
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
「
報
恩
譚
」
で
あ
る
。「
狼
報
恩
」
の
よ

う
に
自
然
動
物
が
登
場
す
る
話
も
あ
り
、
ま
た
「
枯
骨
報
恩
」
の
よ
う
に

死
者
の
霊
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
ま
た
「
分
福
茶
釡
」
の
よ
う
に
、
化

け
る
力
を
持
っ
た
動
物
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
日
本
の
昔
話
を
見
る
と
、

『
集
成
』
で
「
本
格
昔
話
」
に
ま
と
め
ら
れ
た
動
物
に
つ
い
て
は
、
自
然
動

物
、
超
自
然
の
力
を
備
え
た
動
物
、
超
自
然
の
存
在
を
区
別
す
る
の
が
難

し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
関
は
「
誰
が
行
う
か
」
で
は
な
く
、
行
わ

れ
る
内
容
、
関
が
「
機
能
」
と
述
べ
た
「
モ
ィ
ー
フ
」
や
「
テ
ー
マ
」
に

よ
っ
て
の
分
類
を
し
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
で
も
見
て
取
れ
る
。

「
四
、
異
類
婚
姻
」

そ
の
あ
と
に
異
類
婚
が
続
く
。『
集
成
』
で
の
「
婚
姻
・
美
女
と
獣
」
と

い
う
見
出
し
は
「
異
類
聟
」
に
変
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
類
話
と
し

て
は
関
係
の
な
い
「
美
女
と
野
獣
（ATU

425C

）」
が
連
想
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
な
っ
た
し
、
ま
た
次
に
く
る
「
異
類
女
房
」
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら

も
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
見
出
し
と
な
っ
て
い
る
。

「
五
、
異
常
誕
生
」

「
異
類
婚
」
の
あ
と
に
「
異
常
誕
生
」
が
来
る
の
は
『
集
成
』
の
と
き
と

同
じ
で
あ
る
。『
集
成
』
で
は
「
誕
生
」
と
い
う
見
出
し
だ
っ
た
が
、「
異

常
誕
生
」
と
な
り
、
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
。「
異
常
誕
生
」
は
「
田
螺
息

子
」「
蛙
息
子
」「
一
寸
法
師
」
と
い
う
順
で
始
ま
る
が
、
異
常
誕
生
の
動

物
、
ま
た
は
小
さ
子
が
、
人
間
の
女
と
結
婚
す
る
と
い
う
点
で
、
前
の
異

類
婚
姻
譚
か
ら
の
繋
が
り
が
よ
い
。
続
く
「
拇
太
郎
」「
手
斧
息
子
」
か
ら

「
桃
の
子
太
郎
」
ま
で
、
特
に
婚
姻
は
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
な
い
。

「
六
、
人
と
水
神
」

「
異
常
誕
生
」
の
あ
と
に
く
る
の
が
「
人
と
水
神
」
で
あ
る
。『
集
成
』

で
は
、「
異
郷
」
と
い
う
見
出
し
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
含
ま
れ
る
の
は

「
竜
官
童
子
」「
浦
島
太
郎
」「
沼
神
の
手
紙
」「
黄
金
の
斧
」「
玉
取
姫
」
の

五
話
型
で
あ
り
、「
人
と
水
神
」
と
し
て
明
確
に
な
っ
た
。

「
七
、
呪
法
」

「
人
と
水
神
」
は
、
水
中
の
世
界
に
行
っ
て
、
何
か
の
宝
を
得
る
説
話
が

多
い
が
、
続
く
「
呪
宝
」
も
宝
を
な
ん
ら
か
の
方
法
で
授
か
り
、
そ
れ
が
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ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
に
興
味
を
持
っ
て
語
ら
れ
る
説
話
で
あ
る
。

「
聴
耳
」「
犬
と
猫
と
指
輪
」「
塩
ひ
き
臼
」「
若
返
り
の
水
」
な
ど
が
あ
る
。

「
八
、
運
命
の
期
待
」「
九
、
婚
姻
」「
十
、
至
福
」

次
が
「
運
命
の
期
待
」
で
あ
る
。『
集
成
』
で
「
運
命
と
致
富
」
に
分
類

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、「
運
命
の
期
待
」
と
「
至
富
」
に
分
け
ら
れ
、「
運

命
の
期
待
」
↓
「
婚
姻
」
↓
「
至
富
」
と
い
う
順
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

含
ま
れ
る
話
型
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

《
運
命
の
期
待
》

　

 「
炭
焼
長
者
」「
躄
長
者
」「
産
神
問
答
」「
子
供
の
寿
命
」「
芋
掘
長
者
」

「
酒
泉
」

《
婚
姻
》

　

 「
絵
姿
女
房
」「
百
合
若
大
臣
」「
蕪
焼
長
者
」「
嫁
の
輿
に
牛
」「
ぼ
っ
こ

食
い
」「
蛸
長
者
」「
博
徒
聟
入
」「
蜂
の
援
助
」「
娘
の
助
言
」「
播
磨
糸

長
」「
謎
解
聟
」「
山
田
白
滝
」

《
至
富
》

　

 「
藁
し
べ
長
者
」「
夢
見
小
僧
」「
山
神
と
童
子
」「
夢
買
長
者
」「
だ
ん
ぶ

り
長
者
」「
味
噌
買
橋
」「
天
福
地
福
」「
金
は
蛇
」「
牡
丹
餅
は
蛙
」「
取

つ
く
引
つ
く
」「
お
ぱ
っ
し
ょ
」

並
べ
て
み
る
と
、
傾
向
と
し
て
は
「
運
命
の
期
待
」
に
は
、
超
越
的
な

力
が
定
め
る
運
命
に
対
し
て
、
そ
れ
が
ど
う
実
現
さ
れ
る
か
、
回
避
さ
れ

る
か
が
テ
ー
マ
と
な
る
。「
婚
姻
」
で
は
身
分
違
い
の
結
婚
が
実
現
す
る

「
運
」
が
テ
ー
マ
と
な
る
も
の
の
、「
博
徒
聟
入
」
に
あ
る
よ
う
に
、
必
ず

し
も
超
越
的
な
力
が
介
在
し
て
い
な
い
。「
至
富
」
で
は
、「
藁
し
べ
長
者
」

の
よ
う
に
超
越
的
な
力
が
介
在
せ
ず
に
富
を
つ
か
む
説
話
も
あ
る
が
、「
夢

買
長
者
」
の
よ
う
に
、
夢
の
お
告
げ
と
い
う
超
越
的
な
力
が
介
在
す
る
も

の
も
あ
り
、「
運
命
の
期
待
」
と
「
至
富
」
の
境
界
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な

い
。
お
そ
ら
く
、
個
々
の
説
話
の
細
か
い
入
れ
替
え
ま
で
は
深
く
手
を
つ

け
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

「
十
一
、
葛
藤
」

そ
し
て
次
に
「
葛
藤
」
が
来
る
。「
葛
藤
」
は
「
Ａ
、
親
と
子
」「
Ｂ
、

兄
（
姉
）
と
弟
（
妹
）」「
Ｃ
、
隣
人
」
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
次
の

説
話
が
含
ま
れ
て
い
る
。

《
Ａ
、
親
と
子
》

「
米
福
粟
福
」「
米
埋
糠
埋
」「
皿
々
山
」「
お
銀
小
銀
（
お
月
お
星
）」「
手

無
し
娘
」「
姥
皮
」「
鉢
か
つ
ぎ
」「
灰
坊
」「
継
子
の
栗
拾
い
」「
継
子
の

苺
拾
い
」「
七
羽
の
白
鳥
」「
白
鳥
の
姉
」「
継
子
と
鳥
」「
継
子
と
笛
」

「
唄
い
骸
骨
」「
継
子
の
釡
う
で
」「
継
子
の
蛇
責
め
」「
継
子
と
井
戸
」

《
Ｂ
、
兄
（
姉
）
と
弟
（
妹
）》

「
三
人
兄
弟
」「
五
郎
の
欠
椀
」「
馬
鹿
で
も
総
領
」「
な
ら
梨
取
り
」「
二

人
兄
弟
」「
犬
頭
糸
」「
漁
夫
と
釣
針
」「
姉
と
弟
」「
米
良
の
上
漆
」「
兄

弟
の
仲
直
り
」「
山
賊
の
弟
」

《
Ｃ
、
隣
人
》

「
地
蔵
浄
土
」「
鼠
浄
土
」「
雁
取
爺
（
花
咲
爺
）」「
鳥
呑
爺
」「
竹
伐
爺
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（
屁
ひ
り
爺
）」「
舌
切
り
雀
（
腰
折
雀
）」「
蟹
の
甲
」「
瘤
取
爺
」「
猿
地

蔵
」「
見
る
な
の
座
敷
」「
猿
長
者
」「
宝
手
拭
」「
親
を
棄
て
る
」「
大
歳

の
客
」「
厄
病
神
」「
貧
乏
神
」「
大
歳
の
火
」「
笠
地
蔵
」「
大
歳
の
亀
」

「
物
言
う
動
物
」

「
八
、
運
命
の
期
待
」「
九
、
婚
姻
」「
十
、
至
福
」
で
、
人
間
社
会
に
お

け
る
幸
せ
を
求
め
る
説
話
が
続
い
た
の
に
対
し
、
人
間
社
会
で
の
「
葛
藤
」

を
次
に
置
く
と
い
う
意
図
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
を
概
観

し
た
と
き
、
こ
れ
を
一
つ
に
「
葛
藤
」
と
し
て
ま
と
め
た
こ
と
で
、
体
系

が
捉
え
や
す
く
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
い
く
つ
か
の
疑
問
は
残
る
。

ま
ず
、「
Ａ
、
親
と
子
」
は
『
集
成
』
で
は
「
継
子
譚
」
と
い
う
見
出
し

で
あ
っ
た
。
関
は
す
で
に
『
集
成
第
二
部
本
格
昔
話
二
』
の
序
に
お
い
て
、

「
継
子
譚
は
親
と
子
、
可
憐
な
乙
女
と
冷
酷
な
継
母
と
の
葛
藤
、
あ
る
い
は

こ
の
乙
女
を
通
し
て
の
母
の
死
霊
な
い
し
は
ヘ
ク
セ
と
継
母
と
の
葛
藤
が
主

た
る
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
早
い
時
期
か
ら
「
継
子
譚
」

は
葛
藤
譚
に
整
理
で
き
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、「
鉢
か
つ

ぎ
」「
灰
坊
」「
継
子
の
栗
拾
い
」
な
ど
は
い
ず
れ
も
継
子
が
孤
立
的
な
主
人

公
と
し
て
家
を
出
て
幸
せ
な
結
婚
を
す
る
が
、
家
を
出
て
か
ら
は
継
母
は
全

く
出
て
こ
な
い
た
め
、
必
ず
し
も
親
子
の
葛
藤
が
テ
ー
マ
と
は
言
い
に
く
く
、

見
出
し
と
し
て
は
「
継
子
」
の
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
思
う
。

ま
た
「
Ｂ
、
兄
（
姉
）
と
弟
（
妹
）」
に
つ
い
て
は
、『
集
成
』
か
ら
す

で
に
あ
っ
た
問
題
で
あ
っ
た
が
、
兄
と
弟
の
葛
藤
で
ま
と
め
た
た
め
に
、

「
山
梨
取
り
」
の
よ
う
な
彼
岸
世
界
と
の
接
触
が
テ
ー
マ
と
な
る
説
話
と

「
馬
鹿
で
も
総
領
」
の
よ
う
に
、
彼
岸
世
界
と
は
関
係
の
な
い
笑
話
の
よ
う

な
説
話
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
い
る
。

「
Ｃ
、
隣
人
」
は
『
集
成
』
の
「
隣
の
爺
」
と
「
大
歳
の
客
」
が
ひ
と
つ

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

「
地
蔵
浄
土
」
か
ら
「
見
る
な
の
座
敷
」
ま
で
が
「
隣
の
爺
」
で
、「
猿

長
者
」
か
ら
「
も
の
言
う
動
物
」
ま
で
が
「
大
歳
の
客
」
に
含
ま
れ
て
い

た
。
た
し
か
に
「
大
歳
の
客
」
も
隣
人
が
模
倣
し
て
失
敗
す
る
の
で
、「
隣

人
と
の
葛
藤
」
と
い
う
見
出
し
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
異
郷
を
訪
問

す
る
説
話
と
、
彼
岸
者
が
訪
れ
る
説
話
と
い
う
区
分
は
明
確
な
の
で
、
下

位
区
分
と
し
て
は
分
け
て
お
い
て
も
よ
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

「
葛
藤
」
と
い
う
分
類
に
は
問
題
が
あ
る
こ
と
を
小
澤
俊
夫
も
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

Ａ
親
と
子
に
「
唄
い
骸
骨
」
が
属
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
親
子
関
係

で
は
な
く
、
友
人
関
係
で
あ
る
。
ま
た
「
宝
手
拭
」
は
隣
人
関
係
で

は
な
く
、
主
従
関
係
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
登
場
人
物
に
よ
っ
て

く
く
る
と
、
ど
う
し
て
も
細
部
で
は
矛
盾
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
葛
藤
と
い
う
概
念
も
、
行
動
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
関

係
を
示
す
概
念
で
あ
る
か
ら
、
内
容
に
混
乱
が
生
じ
や
す
い
。「
奈
良

梨
取
り
」
は
兄
弟
の
話
で
は
あ
る
が
、
兄
弟
間
の
葛
藤
を
語
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
末
子
成
功
譚
な
の
で
あ
る）

19
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「
葛
藤
」
を
概
観
し
て
い
る
と
、
彼
岸
世
界
と
の
接
触
に
つ
い
て
語
ら
れ

な
い
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
た
と
え
ば
「
Ａ
、
親
と
子
」



230

「
皿
々
山
」
も
そ
う
だ
し
、
先
ほ
ど
の
「
馬
鹿
で
も
総
領
」
も
そ
う
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
関
の
次
の
こ
と
ば
か
ら
、
関
の
本
格
昔
話

の
分
類
基
準
が
、
彼
岸
と
の
接
触
だ
け
で
は
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

こ
れ
ら
本
格
昔
話
の
内
容
は
婚
姻
を
目
的
と
し
た
彼
岸
の
世
界
へ
の
旅

行
で
あ
る
。
筋
の
運
び
は
相
互
に
関
連
を
も
つ
現
世
と
彼
岸
と
の
間
の

緊
張
か
ら
な
る
。
昔
話
に
現
れ
る
彼
岸
の
世
界
は
明
ら
か
に
選
ば
れ
た

者
の
冥
府
で
あ
り
、
輝
か
し
い
楽
土
で
あ
り
、
幸
福
の
島
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
話
の
今
一
つ
の
特
徴
は
二
元
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
隣
の
爺
型
に
最
も
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
兄
弟
譚
、
継
子
譚

も
ま
た
こ
れ
に
属
す
る
。
善
と
悪
、
愛
と
憎
悪
、
美
と
醜
、
正
直
と
狡

猾
、
長
者
と
貧
乏
人
、
人
と
動
物
、
こ
れ
ら
が
相
互
に
対
立
し
闘
争
す

る
。
こ
れ
ら
の
対
立
抗
争
に
お
け
る
成
功
と
失
敗
と
は
何
れ
も
同
様
な

表
現
形
式
を
も
っ
て
語
ら
れ
、
聴
き
手
を
し
て
共
感
に
導
く
）
20
（

。

つ
ま
り
、
関
は
、
本
格
昔
話
に
と
っ
て
、
彼
岸
世
界
と
の
関
わ
り
が
重

要
な
場
合
と
、
善
と
悪
な
ど
の
二
元
的
対
立
が
重
要
な
場
合
の
二
通
り
を

考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
岸
と
の
接
触
が
あ
る
説

話
に
加
え
、
そ
れ
に
類
す
る
二
元
的
対
立
の
あ
る
説
話
を
加
え
て
い
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

「
狡
猾
者
」「
お
ど
け
者
」「
業
較
べ
」「
和
尚
と
小
僧
」「
偶
然
の
幸
福
」「
愚
人
譚
」

最
後
に
『
集
成
』
で
笑
話
に
分
類
さ
れ
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
、
ご
く

簡
単
に
述
べ
た
い
。

『
集
成
』
で
は
「
愚
人
譚
」「
誇
張
譚
」「
巧
智
譚 

Ａ
業
較
べ
」「
巧
智
譚 

Ｂ
和
尚
と
小
僧
」「
狡
猾
者
譚　

Ａ　

お
ど
け
者
」「
狡
猾
者
譚　

Ｂ　

狡
猾

者
」
の
順
で
配
列
さ
れ
て
い
る
。「
昔
話
の
型
」
で
は
こ
れ
が
ち
ょ
う
ど
逆

に
配
置
し
な
お
さ
れ
て
い
る
。「
狡
猾
者
」「
お
ど
け
者
」「
業
較
べ
」「
和
尚

と
小
僧
」「
偶
然
の
幸
福
（
＝
誇
張
譚
）」「
愚
人
譚
」
と
い
う
並
び
で
あ
る
。

ま
た
『
集
成
』
の
「
愚
人
譚　

愚
か
な
男
」
は
、『
昔
話
の
型
」
の

「
十
三
、
お
ど
け
者
」「
十
七
、
愚
人
譚
Ａ
愚
か
者
」「
十
七
、
愚
人
譚
Ｂ
あ

わ
て
者
」
に
振
り
分
け
る
な
ど
、
個
々
の
説
話
に
つ
い
て
も
整
理
し
な
お

し
て
い
る
。

五
、
結
び

全
体
を
通
し
て
み
る
と
、「
日
本
昔
話
の
型
」
に
よ
っ
て
、『
集
成
』
の

配
列
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
、
動
物
の
由
来
、
動
物
同
士
の
説
話
、
人
と
動

物
（
超
越
的
存
在
）
と
の
説
話
、
人
間
社
会
で
の
幸
せ
、
人
間
社
会
で
の

葛
藤
、
笑
い
話
、
と
い
う
配
列
に
な
り
、
各
説
話
群
の
関
係
が
わ
か
り
や

す
く
、
説
話
群
の
繋
が
り
が
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。

「
日
本
昔
話
の
型
」
の
評
価
と
問
題
点
を
小
澤
俊
夫
は
端
的
に
ま
と
め
て

い
る
の
で
、
最
後
に
引
用
す
る
。

　

関
の
「
昔
話
集
成
」
に
示
さ
れ
た
分
類
は
三
分
類
の
利
点
は
あ
る

が
、
全
体
を
ま
と
め
る
に
は
未
だ
し
の
感
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
日

本
昔
話
の
型
」
で
は
、
長
足
の
進
歩
を
と
げ
た
分
類
案
が
提
示
さ
れ
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て
い
る
。
そ
こ
に
は
ま
だ
、
個
々
の
話
型
を
組
み
入
れ
る
際
の
不
手

際
が
あ
る
が
、
出
来
事
を
主
と
し
、
固
着
性
の
あ
る
ば
あ
い
の
み
登

場
者
に
よ
っ
て
分
類
し
て
お
り
、
有
用
な
分
類
と
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
、
構
造
的
な
把
握
を
入
れ
て
い
な
い
た
め
の
弱
点
も

認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

と
ま
れ
、
従
来
日
本
に
お
い
て
つ
く
ら
れ
た
分
類
の
う
ち
も
っ
と

も
す
ぐ
れ
た
も
の
と
い
え
る
「
日
本
昔
話
の
型
」
が
「
昔
話
大
成
」

に
お
い
て
全
国
的
採
用
さ
れ
ず
、
従
っ
て
研
究
者
の
間
で
使
わ
れ
て

い
な
い
の
は
、
残
念
で
あ
る）
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